
相模原北公園は、バラやアジサイなど四季折々の花を鑑賞できる公園として
広く知られています。
「立春」を迎える2月の主役の一つは、圧倒的な人気を誇る「梅園」の梅です。
約100本100品種という多様さで、早咲き・中咲き・遅咲きといった開花時期
の違いから、およそ1月中旬から3月中旬まで、色味や一重・八重、中輪・大輪
など、それぞれの特色ある品種を楽しむことができます。
2月の梅園では「水心鏡｣「虎の尾｣「大盃」等の早咲き品種に代わり、中咲き

の「鄙の都」や「蓮久｣、｢幾夜寝覚」などが徐々に咲き進んでいきます。
枝垂れ梅を含め、多くの品種が咲きそろう2月中旬から3月上旬にかけては、

梅園全体に漂う春の香りも楽しみのひとつです。
これからの季節は、梅以外にも、フクジュソウ、サンシュユなど春を告げる

山野草や花木の開花も見逃せません。
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幾夜寝覚
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フクジュソウ
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